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無料相談が受けられる「眼鏡橋相談室」では、ギャンブルなどの依存症問題の相談を行っている

アップルパイの製作・販売を通して、「楽しむ」ことを経験したり、地域との交流を深めた

長崎県内で様々な依存症者の回復支援を　
行う団体がギャンブル依存にも対応

NPO法人「ちゅーりっぷ会　長崎ダルク」は、民間団体

として1999年から薬物・アルコール依存症者を中心に様々

な依存症者の回復支援や依存問題を抱える当事者、家族、

援助者などへの相談支援を中心に活動してきた。同時に、

依存問題を様々な形で社会に届けるための普及啓発にも

取り組んできた。2016年には無料で相談を受け付ける「眼

鏡橋相談室」を長崎市内に開設し、プライバシーを考慮し

て相談者が安心して話ができる落ち着いた環境を整えた。

こうした活動を続ける中で、同法人ではギャンブル等の依

存問題に対する取り組みも開始し、2016年9月にギャンブ

ル依存症回復施設「グラフ・ながさき」を開設した。2019

年度には当時のAJOSCの助成を受け、長崎県佐世保市

に相談・回復支援の出張室を開設したほか、長崎県内3ヵ

所で研修会を開催した。

さらに2020年度からはPOSCの助成を受け、パチンコ・

パチスロ依存症者への就労支援に向けた事業をスタート

した。この活動の柱となっているのはアップルパイの製作

だが、これは同法人の活動を古くから理解し、支援してく

ださっている地元のパン屋さんに協力をお願いして作り方

を教えていただくもので、同法人の依存症当事者が定期

的に参加して、その製作を学んでいる。アップルパイを作

ることにより、依存症者の回復への意欲向上の効果が上

がっている。コロナ禍という状況下ではあるが、同法人で

は2021年度も引き続きアップルパイの製作・販売を中心に

就労支援プログラムを提供してきた。当事者同士がアップ

ルパイを作る時間を共有することでギャンブル依存から離

れた生活のモチベーションを上げ、社会参加していくこと

を目的に活動を進めた。

アップルパイの製作・販売を通じて　　　　
生きる喜びやモチベーションを獲得

同法人が、この事業でテーマとしているのは、アップル

パイ作りを通して施設を利用するメンバーに「楽しむ」こと

を経験してほしいということである。依存問題を抱えた人

たちにはどこかで人間不信があり、それが社会的孤立を

生み、ギャンブルしか楽しむことができなくなってしまい、そ

の結果、借金問題や犯罪などの問題で生きることがます

ます困難になっているパターンが多い。ギャンブル以外の

ことで他人と関わりながら楽しむことを知ることは、依存か

ら離れた人生のやる気にもつながる。また、社会には依存

症への偏見や差別的な見方が、いまだに根強い。アップ

ルパイの販売を通して地域の人たちとふれ合うことで、そ

のような偏見を取り除いていきたいという思いもあるという。

普段、大人しく何事も消極的な人がアップルパイ作りに

なると、とたんにやる気を出して一生懸命に取り組んでい

たことや、和気あいあいとした雰囲気の中で地域のイベン

トで試作品を提供し、皆様に大好評だったことなどが印象

的だったが、2022年３月には新型コロナのまん延防止も解

除され、長崎県佐世保市に活動の拠点となる物件を確保

することができた。「長崎県佐世保市では相談・回復支

援がまだまだ足りていませんが、行政、医療、司法関係者

からの期待も大きく、この事業の取り組みに感謝の言葉を

いただけました。こうした期待に応えられるよう、今後も相

談・回復・就労支援を３本柱に活動に取り組んでいく」と

同法人は話す。

共同助成（長崎県遊技業協同組合）

「パチンコ・パチスロ依存問題当事者のための就労支援
（アップルパイの製作・販売）」事業

パチンコ・パチスロ依存問題当事者を対象にした
アップルパイの製作・販売による就労支援の提供

長崎県長崎市で20年以上にわたり薬物・アルコール依存症者の回復支援や、当事者・家族などの相談支援を行っ
てきた団体が、ギャンブル依存症回復施設を開設し、依存症の回復支援活動にも取り組んでいる。その柱となるのが、
地元のパン屋さんに製作指導を仰いで完成させたアップルパイである。

多くの方が依存問題から解放されて幸せな生活ができる社会を
今回の事業を通して、依存問題を抱える人たちの社会参加・貢献、当事者たちの生き

るモチベーションのアップにつながったことが非常に大きいと思われます。また地域の方々
と交流する機会にもつながり、それがいまだに偏見が多いこの日本社会において、依存
問題への理解の働きかけになったのではと思っています。

助成団体：特定非営利活動法人　ちゅーりっぷ会　長崎ダルク	 http://grafnagasaki.net/

特定非営利活動法人　ちゅーりっぷ会　長崎ダルク
代表理事　中川 賀雅さん

長崎県遊技業協同組合より
長崎県内で早くから依存症問題に取り組んできた
団体の活動をパチンコ業界としても支えていきたいと
思います。


